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	製品名: 20Sプロテアソームα3（リン酸化Ser250）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	プロテアソームは、高度に秩序だった環状の20Sコア構造を持つ多触媒性プロテアーゼ複合体です。コア構造は、28個の異なるサブユニットからなる4つのリングで構成されています。2つのリングは7個のαサブユニットから構成され、残りの2つのリングは7個のβサブユニットから構成されています。プロテアソームは真核細胞全体に高濃度で分布し、リソソームを介さない経路でATP/ユビキチン依存的にペプチドを切断します。改変型プロテアソームである免疫プロテアソームの重要な機能は、クラスI MHCペプチドの処理です。この遺伝子は、ペプチダーゼT1Aファミリーのメンバーである20Sコアαサブユニットをコードしています。異なるアイソフォームをコードする2つの代替転写産物が同定されています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：非常に広い特異性を持つペプチド結合の切断。,機能：プロテアソームは、中性または弱塩基性pHにおいて、脱離基に隣接するArg、Phe、Tyr、Leu、およびGluを持つペプチドを切断する能力を特徴とする多触媒プロテアーゼ複合体です。プロテアソームはATP依存性タンパク質分解活性を有します。,類似性：ペプチダーゼT1Aファミリーに属します。,サブユニット：26Sプロテアソームは、20Sプロテアソームコアと2つの19S調節サブユニットで構成されています。20Sプロテアソームコアは、4つの積み重ねられたリング状に配置された28のサブユニットで構成され、樽型の構造を形成しています。 2つの末端リングはそれぞれ7つのαサブユニットから構成され、2つの中央リングはそれぞれ7つのβサブユニットから構成される。,サブユニット：26Sプロテアソームは、20Sプロテアソームコアと2つの19S調節サブユニットから構成される。20Sプロテアソームコアは28個のサブユニットから構成され、4つのリングが積み重ねられ、樽型の構造を形成する。2つの末端リングはそれぞれ7つのαサブユニットから構成され、2つの中央リングはそれぞれ7つのβサブユニットから構成される。活性部位を含む触媒室は、樽の内側に位置する。,
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	EGF 200 ng/ml 30μlで処理したNIH/3T3細胞のライセートを、プロテアソームα3（リン酸化Ser250）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化20Sプロテアソームα3（S250）ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

